Production, Distribution and Consumption of Fermented Milk in Inner Mongolia and Mongolia by 尾崎  孝宏 & 森永  由紀
内モンゴルおよびモンゴル国における乳酒をめぐる
生産・流通・消費




































動を可能とする冷涼性にあると指摘する［石井 2011 : 23 ; 平田 2013 : 

















と酵母菌数を増やすためである［平田 1993 : 151-152］。また馬乳酒の場






と考えられており［平田 2013 : 157］、後藤によれば、モンゴルにおける
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蒸留酒は名称・実体ともに元代（13世紀）以降の所産であるという［後



















ない事例を報告しており［平田 1993 : 153-157］、また東部内モンゴルで
は、蒸留に加えて醸造酒としての乳酒も生産しない事例を報告している























酒の生産を実見している［水谷 1997 : 58］。ただし水谷は調査行程の都
合上、アバガ旗は訪問していない。ただし、現在のシリンホト市は清朝
～民国期3）のアバガ左翼旗の領域を含み、現在のアバガ旗は同じくアバ





牧民に関する限り馬乳酒は生産されていなかった［水谷 1997 : 63-68］。
 2） アバガの住民には 17世紀に現在のボルガン県から移住させられたタブナン
ゴードと呼ばれる人々が含まれており、彼らが馬乳酒生産と関連を有する可
能性がある（東北アジア研究センター岡洋樹教授の個人的教示による）。



















































の地域においても 6月もしくは 7月であるのに対し、生産終了は Re-


















































































いる［野沢 199 : 111］。




























































































































































































































































































人口密度が低くなっている［尾崎 2013 : 113, 116-118］。さらに現在では、
ツーリストキャンプなど都市の郊外でなければ選択しえない収入源があ











なっている場所も少なからず存在するため［尾崎 2013 : 117-118］、当該
地域を調査地として選定した。なお、シリンホト市はシリンゴル盟の中






































































世帯 牧地の所属行政単位 製造開始 販売開始
1 シリンホト市バヤンシル牧場 昔から 1980年代から。本格的に売り出したのは2000年代から
2 アバガ旗バヤントグ＝ソム 昔から 2012年に旗中心地で馬乳酒バーを開店、そ
れ以前はナーダムや宴会の時に販売
3 アバガ旗ビリグト鎮 昔から 2010年
4 アバガ旗ビリグト鎮 昔から 基本的に自家消費用だが、頼まれて売ること
もある
5 アバガ旗ビリグト鎮 2008年 2008年、乗馬クラブも併設
6 アバガ旗イフゴル＝ソム 2015年 自家消費のみ
表 2　世帯主の年齢および各世帯の基本的な生産状況
世帯 年齢 機械化 搾乳頭数 製造期間 日販売量 備考
1 35 あり 30 6月～10月初 100 kg 自家搾乳のほか馬乳を購入
2 46 あり 75 6/1～9/1 85-90 kg 製造はアバガ旗中心地の店舗内
3 28 あり 13 6/7～11月初 50-55 kg
4 70 なし 4 6/20～10月 自家消費 日産 15 kg
5 38 なし 25 6/20～19/4 75 kg
6 63 なし 1 7月～終了未定 自家消費 日産 2 kg
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能である。積極的に販売を行っている 4世帯の場合、年間で 5～12 t程
度が販売されている。内モンゴルでの卸値は 500 g（1斤）で 10元であ





















方、支出はアバガ旗までの輸送費が 500 g（1斤）で 1元なので 2.4万元、
シリンホト市中心部への往復（120 km）のガソリン代は平均燃費を 1  
18） 双方を単純に円換算すると、モンゴル国では 1 tで約 6万円、内モンゴル自治
区では 150 kgで約 6万円となる。
90　尾崎　孝宏・森永　由紀




























嶋 2010 : 198-206］。内モンゴル自治区においても牧民は取引相手との信頼関係
の有無を重視しており［児玉 2000 : 294］、本論で論じた馬乳酒の取引について
も同様の傾向として理解できるだろう。
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22） 内モンゴル自治区におけるウマの頭数は 1975年の 239万頭をピークに減少傾
向が続いており、2011年には 77万頭となっている［内蒙古自治区統計局（編）
2012 : 298-299］。
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